
車と保管場所に複数の盗難対策をしましょう！

茨 城 県 警 察

○貨物自動車の被害特徴
・10年以上経過した古い年式のものがほとんどで、セキュリティ
の低い車両が狙われている。

・会社駐車場、自宅敷地内などでの発生が多い。
・会社事務所等に侵入して鍵を手に入れ、自動車を盗むことも
ある。

◆貨物自動車の盗難対策
・駐車場の門扉に切断が困難なチェーンや鍵を取付ける。

・タイヤロックを施した車などで出入口を塞ぐ。

・防犯カメラ、センサーライト、警報器を設置する。

・会社の事務所、敷地内に機械警備を導入する。

・事務所のドア鍵や窓ガラスを破壊に強いものにする。

・自動車の鍵は、頑丈な金庫等の鍵のかかる場所に保管する
か、現金・貴重品と一緒に持ち帰る。

・隠しスイッチを取り付ける。

貨物自動車の盗難被害急増！

一晩で複数台盗まれた会社もあります。

※隠しスイッチとは、通常の鍵とは別に取り付けられたエンジン始動のためのスイッチで、
見つかりにくい場所に取り付けるため、犯人がエンジンをかけることを困難にします。

・施工は、最寄りの貨物自動車ディーラー、自動車整備工場、自動車電装品整備工場に
お問い合わせください。

・隠しスイッチを取り付けられない車両もあります。
・必ずしも被害を防ぐものではありません。

茨城県内の各地域で被害が発生してます

被害多発車種
ハイエース、レンジャー、キャンター、
エルフ、フォワード、ファイター、
タイタン など


